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自己紹介

2001年より国際交流基金（JF）関西国際センター（KC）日本語教育
専門員。海外の日本語教育支援として、日本語研修、教材・eラーニング
開発に従事。近年は生活者向けの教材開発、地域のオンライン日本語
教室の立ち上げ支援も行っている。

【教材】

• 『初級からの日本語スピーチ』

• 『日本語ドキドキ体験交流活動集』
ほか

【eラーニング】

• サイト「アニメ・マンガの日本語」

• コース「みなと」上の「日本語オンラインコース」

例：「まるごとコース」「スピーチコース」

「いろどり日本語オンラインコース」

• アプリ「HIRAGANA/KATAKANA/

KANJI Memory Hint」
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研修会への期待

・研修参加者 地域日本語教室の学習支援者、教師など

・岡山の現状 ⽣活者、就労者の日本語教育ニーズの高まり

・課題 時間、地理等の制約、多様性

学習支援者中心⇒地方公共団体などの初期支援

なぜオンライン教材、オンラインで学習支援？

制約がある、多様なニーズの学習者に合わせて学べる

自学自習と地域の教室や支援者との対話・交流を組み合わせて学べる



「日本語教育の参照枠」 言語教育観の柱
文化庁 2020（R3）年１０月報告 p.4

１ 日本語学習者を社会的存在として捉える
 
２ 言語を使って「できること」に注目する 

３ 多様な日本語使用を尊重する
 

⇒ オンライン教材を使って、オンラインで学習支援することで、
学習者ひとりひとりに合った学習の可能性が広がる？



教師視点の

Teaching デザイン

教授内容、教え方

教授デザインから学習デザインへ

学習者視点の

Learning デザイン

学習体験、プロセス

地域の特徴や学習者それぞれのニーズに応じて
自学自習と教室での学習の流れをデザインする



目標(Can-do)

オンライン教材「つなひろ」「いろどり」

の特徴や学習の流れについて知る
１

２ 「つなひろ」「いろどり」を使って
オンラインでどう学習支援するか
イメージできる



１．「つなひろ」

２．「いろどり」

３．オンラインで学習支援

流れ



１．つなひろ
つながるひろがる にほんごでのくらし
https://tsunagarujp.mext.go.jp/

https://tsunagarujp.mext.go.jp/


つなひろ

１．「つなひろ」とは

２． 学習の流れ ＜体験＞

３． 教室、学習支援での使い方 ＜グループ体験＞



 日本語教室がない空白地域に暮らし、
 日本語学習機会がない外国人が
独学で習得できる日本語学習サイト

全1９言語
日本語、英語、中国語簡体字、ポルトガル語、
スペイン語、ベトナム語、インドネシア語、
フィリピノ語、ネパール語、クメール（カンボジア）語、
韓国語、ミャンマー語、モンゴル語、タイ語、
ウクライナ語、ロシア語、中国語繁体字、フランス語
シンハラ語

「つなひろ」とは



活用のためのリソース
・使い方ガイドブック
・パンフレット
・ポスター
・広報用動画



サイトの特徴（使い方ガイドブックp10）





つなひろ

１．「つなひろ」とは

２． 学習の流れ ＜体験＞

３． 教室、学習支援での使い方 ＜グループ体験＞



事前課題の「つなひろ」の学び方ガイドで

学習者はどんな順で学習していましたか？

ことば 文法 会話動画

考えましょう



「つなひろ」の学習の流れ



基本の学び方（使い方ガイドブックp2６～2７）



「つなひろ」目指そうA1レベル

シーン２ 「身近なものを買ってみよう」

https://tsunagarujp.mext.go.jp/level01/a02

学習体験しましょう（各自で ５分）

https://tsunagarujp.mext.go.jp/level01/a02


学習体験はどうでしたか？

自学自習できるよう、どんな工夫がありましたか？

グループで話しましょう（5分）



自学自習のための「つなひろ」の工夫

⚫ウェブサイトでの提供

アクセスの容易さ、アラカルトに必要なシーンから学べる

⚫多言語対応

18言語で学習できる（動画スクリプト）

⚫動画中心

生活場面に特化したシーン、目標で体験・行動につながる

（＋生活者の社会参加のため、社会・文化情報）



つなひろ

１．「つなひろ」とは

２． 学習の流れ ＜体験＞

３． 教室、学習支援での使い方 ＜グループ体験＞



「つなひろ」を使ったオンライン日本語教室実践例

大阪国際交流センター「会話コース」

⚫対象 生活者としての外国人、ゼロレベル
⚫人数 学習者10名、講師1名、ボランティア5名
⚫形式 オンライン教室
⚫スケジュール １クール 4月～9月 全40回

レベル１ 90分×20回 レベル２ 90分×20回
週2回（火、木 10:00-11:30）

⚫教材 「つなひろ」レベル１（シーン1-11）と便利な表現

課題：①はじめて日本語を学ぶ人
②オンライン教室 できるのか？



学習の流れ

⚫学習の流れ

１．予習：学習者はシーンのテーマ、目標、会話動画を見ておく

２．オンライン授業

①全体：講師が予習したことを確認し、ことば、フレーズを練習した後、

会話練習の流れを示す

②個別：ボランティアと学習者で会話練習する、学習者に合わせてアレンジする

③全体：何組か会話を発表し、各自Can-do達成を自己評価し、指3本で示す

３．復習：学習者は必要に応じて文法動画や生活情報の動画を確認する

Can-doチェックシートにコメントしたり、Padletに記入したりする



学習者になって練習、発話しましょう

「つなひろ」目指そうA1レベル

シーン２ 「身近なものを買ってみよう」

オンライン授業の学習体験をしましょう
（全体で10分）



学習支援者、学習者役になって、

グループで会話練習してみましょう

グループで学習支援を体験しましょう
（10分）



ステップ１

応用a 応用b

会話練習の進め方のポイント

「このフレーズを覚えよう」や
シーンの動画を見ながら、
その通りなめらかに言えるまで
練習する

お互いの顔を見ながら、
自然に会話できるように
練習する

「役に立つことば」を参考に、
ことばを入れかえたり、言い
たい表現を使ったりする

ステップ２



会話練習の学習支援体験はどうでしたか？

学習者として 支援者として

グループで話しましょう（5分）



「つなひろ」の使い方：教師、支援者の役割

日本語
教室

ひとりの学習から実践への橋渡し

「サイトの使い方」
https://tsunagarujp.bunka.go.jp/guide



学習者の声（レベル１終了時アンケートより）

・予習をしてから授業に参加できたか（全員、できた）

・授業の感想

「たくさん練習して、日本語の話がよくなった」
「先生とボランティアの教えがよく真剣に取り組んで内容も実用的」

「さまざまな場面の日本語の付き合いの基本となるコミュニケーション

を習得し、実生活で役立った」

・「つなひろ」で学習したことを教室外で使ったか （全員、よくあった）
「現実の同じ場面でよく使う」

「レストラン、あいさつ」「日常の買い物、道を尋ねる」

「オフィスやスーパー、地下鉄」「今から美容院に行く」



２．「いろどり」

『いろどり 生活の日本語』

「いろどり日本語オンラインコース」

https://www.irodori.jpf.go.jp/

https://www.irodori.jpf.go.jp/


いろどり

１．『いろどり』「いろどり日本語オンラインコース」とは

２． 学習の流れ ＜体験＞

３． 教室、学習支援での使い方



事前課題の「いろどり」の紹介動画で、
どんな特徴がありましたか。

目標は？

活動は？

教材や音声は？

多言語対応は？

考えましょう



『いろどり 生活の日本語』とは

3

3

対象：日本で生活したい人、生活している人
目標：生活場面のトピックで日本語を使って「話す/聞く/読む/書く」

のコミュニケーション（課題遂行＝Can-do）ができる
考え方：行動中心アプローチ
シラバス：トピック＋Can-do
学習の流れ：Can-do目標⇒学習活動⇒評価 （コースブック）
教材、音声：PDF教材、無料でダウンロード
多言語対応：2０言語（日本語・英語・インドネシア語・ウクライナ語・ウズベク語・韓国語・クメー
ル語・ スペイン語・タイ語・中国語(簡/繁)・ネパール語・フィリピノ語・ヒンディー語・ フランス語・ベトナム語・

ベンガル語・ポルトガル語・ミャンマー語・モンゴル語・ ラオス語・ロシア語）



JF日本語教育スタンダード（A1～C2で日本語レベルを表す）

【A1レベル】
あいさつをしたり、
覚えた表現を
使ってごく簡単な
コミュニケーショ
ンをしたりするこ
とができる。

【A２レベル】
身近な話題なら、
短い基本的な日常
会話ができる。

入門   ：A1レベル
初級１・初級２ ：A2レベル
（初中級：A2/B1レベル 制作中）

「いろどり」のレベル



トピック

入門 初級1 初級2

1-2課 はじめての日本語 今の私 私の周りの人たち

3-4課 私のこと 季節と天気 レストランで

5-6課 好きな食べ物 私の町 旅行に行こう

7-8課 家と職場 いっしょに出かける 地域のイベント

9-10課 毎日の生活 日本語学習 年中行事とマナー

11-12課 私の好きなこと おいしい料理 上手な買い物

13-14課 街を歩く 仕事の連絡 さまざまなサービス

15-16課 店で 健康な生活 自然と環境

17-18課 休みの日に 交際 私の人生



ウェブサイトから無料でダウンロード可能
Top Top>入門

・PDF（音声あり/なし）
・音声ファイル



教材の構成

37

Can-do（目標）

活動
漢字

文法

日本の生活
TIPS

聞く 話す

読む 書く



◼日本の生活の中で、日本語を使って「できること（Can-do）」を学習目
標として設定している

例） 入門 トピック３ 好きな食べ物

目標Can-do

・食べ物の好き嫌いを聞かれたとき、答えることができる。

・日本の食べ物について、好き嫌いを質問したり、質問に答えたりすることができる。

・飲み物をすすめられたとき、何を飲むかなど答えることができる。

・朝ご飯に何を食べるか質問したり、質問に答えたりすることができる。

・食事の写真に簡単な説明をつけて、SNSに投稿することができる。

学習目標はCan-do



Can-do：飲み物をすすめられたとき、何を飲むかなど答えることができる。

Can-doを達成するための言語知識は?
（語彙、文法・文型、表現など）



「いろどり」の活動の進め方

【活動の種類】
話す、聞く、読む、書く

【活動の流れ】
●目標のCan-doの確認
●Can-doを達成するための活動
・インプット（語彙、会話例を聞く/読む）
・文法ルールの気づき
・アウトプット（話す/書く）

●Can-doの達成度の確認



例）話す活動の進め方

⑤話す

⑥Can-doチェック

④形に注目

③会話例を聞く（②ことばの準備）①Can-doの確認



「いろどり日本語オンラインコース」とは

◼教材『いろどり 生活の日本語』をもとにした、

日本で生活や仕事をする際に必要となる基礎的な

日本語のコミュニケーション力を自学自習で

身につけられるオンラインコース

◼ だれでも無料でユーザー登録、コース受講が可能
スマートフォン、パソコン、タブレットで利用できる

「いろどり日本語オンラインコース」の登録（無料）はこちら⇒

https://www.irodori-online.jpf.go.jp/

https://www.irodori-online.jpf.go.jp/


レベル 解説言語 オンラインコース 教材

A1
英語

中国語

インドネシア語

クメール語

モンゴル語

ミャンマー語

ネパール語

タイ語

ベトナム語

ベンガル語

ラオス語

A2



(1)トップページ

(３)サポートコンテンツ
「課ごとのサポート」

(３)サポートコンテンツ
「全体のサポート」

(5)マイページ(2)学習コンテンツ (４)練習コンテンツ

(３)サポートコンテンツ
「各学習内容のサポート」

コースサイトの構成



トップページ



日本語
イントロダクション

ひらがな、カタカナ

イントロダクション
※入門（A1）コースのみ

◆日本語の特徴や、ひらがな、カタカナに
ついて、基礎から勉強できます
◆日本語を初めて勉強する人におすすめです



2.ことばの練習

1.目標を知る・準備

4.使ってみる

3.聞く/読む・気づく 5.まとめ
6.Can-do

チェック

学習コンテンツ
◆教材『いろどり』の内容を、学習者が自分で
勉強できます （教室でも使えます）



ことば 文法漢字 表現

練習コンテンツ
◆課や練習内容（ことば、漢字、文法、表現）、
練習形式など、自由に選んで練習できます

アプリもあります



全体のサポート 各学習内容のサポート課ごとのサポート

◆「わからない」と思ったときに、自分で調べて
みたり、資料を参照したりできますサポートコンテンツ



学習進捗 ポートフォリオ プレゼント

◆学習がどれぐらい進んだか確認できます
◆学習コンテンツで書いた作文やCan-doチェックも
見られます

マイページ



１．『いろどり』「いろどり日本語オンラインコース」とは

２． 学習の流れ ＜体験＞

３． 教室、学習支援での使い方

いろどり



「いろどり日本語オンラインコース」

第5課 Can-do１６
https://www.irodori-online.jpf.go.jp/a1/learning/05-016-01-01/

オンライン授業の学習体験をしましょう（全体２０分）

https://www.irodori-online.jpf.go.jp/a1/learning/05-016-01-01/


学習体験はどうでしたか？

自学自習のための工夫は？

学習の流れやオンライン授業の進め方は？

グループで話しましょう（５分）



いろどりコースの自学自習の工夫

⚫ 生活場面で必要な日本語が学べる 「学習コンテンツ」
フルコース Can-do：目標⇒活動⇒評価 （教師の役割、指示や解説）
動画を活用（導入、話す練習、ふりかえり）
インタラクティブな学習（聞く、話す、読む、書く）
多言語、サポート

⚫ 学習者が必要なところだけカスタマイズして学べる 「練習コンテンツ」
言語能力の練習バリエーション
自分で必要なものを選択して学びセルフチェック

⚫ ストレスなく学べる
UI 学習単位のページ、定位置、メニューや進捗バー、マイページ
UX 動画やVRで没入感、インタラクティブな体験、アプリでさくさく



学習者の声

・実際の生活に役立つ

ビデオが魅力的。日本で遭遇するシナリオ

・練習にバラエティがあって、学習の補強になる

・わかりやすくてユーザーフレンドリー

隙間時間に学習できる



「いろどりコース」の使い方：学習支援者の役割

学習支援者
フィードバック、対話
寄り添い、学び合う

eラーニング
教師の役割



１．「いろどり」「いろどり日本語オンラインコース」とは

２． 学習の流れ ＜体験＞

３． 教室、学習支援での使い方

いろどり



活用例 自習用

授業後（自習）

学習・練習コンテンツ、アプリで、
語彙や文法を復習

授業参加（対面・オンライン）

『いろどり』で学ぶ



活用例 授業用

「導入や練習」

語彙、漢字、文法の提示や練習

聴解、会話の練習等で使用

「場面・目標提示」

動画でどんな場面

かイメージ

授業中



活用例 反転授業

学習進捗を共有

授業前

いろどりコース自習

授業（オンラインも）で

・質問、理解確認

・会話練習・発表

・作文の添削

・生活文化の気づき



「いろどり」を使ったオンライン日本語教室実践例１

大阪国際交流センター「総合コース」

⚫対象 生活者としての外国人、ゼロレベル

⚫人数 学習者１５名、講師1名

⚫形式 オンライン教室

⚫スケジュール １クール 4月～9月 全40回

レベル１ 90分×20回 レベル２ 90分×20回

週2回（火、木 １９:00-２０:30）

⚫教材 「いろどり日本語オンラインコース」

入門（A1）１～１８課、初級（A2）１～１０課



学習の流れ

⚫学習の流れ

１．予習：学習者は課のStep１～３（目標、ことばの練習、聞く・気づく） を予習

２．オンライン授業

①全体：講師が動画で場面確認してから、Step４（使ってみる）で会話練習の

流れを示す

②会話練習：講師と学習者、学習者同士で会話練習、自分のことを話す

③全体：各自Can-do達成を自己評価し、指3本で示す

３．復習：学習者は必要に応じて復習

例：会話練習をもう一度、課をひととおり、練習コンテンツで文法や漢字の練習



オンライン授業の流れ （１つのCan-do 45分）



オンライン授業の流れ



学習者の声：学習の流れ（クール１終了時アンケート、インタビューより）



学習者の声：生活で役立ったこと、変化



「いろどり」を使ったオンライン日本語教室実践例２

グローカル協議会「地域日本語教室」

⚫対象 生活者としての外国人、初級１（A2）レベル

⚫人数 学習者２４名、講師1名、ボランティア６人

⚫形式 対面教室 （1課分予習する反転授業）

⚫スケジュール 9月～12月 全12回

週１回（土10:00-11:30）

⚫教材 「いろどり日本語オンラインコース」

初級（A2）１１～１８課



３．オンラインで学習支援
「つなひろ」「いろどり」を使って



「つなひろ」と「いろどり」の

共通点、相違点は何でしょうか？

考えましょう
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「つなひろ」 共通点 「いろどり」

⚫行動中心

Can-do目標⇒学習⇒評価

⚫動画

生活場面と行動をイメージし、疑似体験

⚫スモールステップ

トピック・シーン⇒Can-do、動画⇒段階的練習（ことば、フレーズ、会話）

⚫多言語対応

自分の言語で理解し、考え、気づきながら学ぶ

学習者を社会的存在と捉える

言語を使って「できること」に注目する

多様な日本語使用を尊重する



「つなひろ」 相違点 「いろどり」

アラカルト
• 選択式

• 部分的 ことば、表現⇒会話

• 動画視聴

• 評価 ない（支援者、実生活）

フルコース
• 連続性

• 総合的 言語活動「学習」 言語能力「練習」

• インタラクティブな活動（聞く、話す、読む、書く）

• 評価 クイズ Can-doチェック

テスト ポートフォリオ

自分に必要なものから

実用的な会話中心に

気軽に学びたい人

総合的にコミュニケーション

活動も能力も

しっかり学びたい人



オンライン授業や学習支援のパターン

『いろどり』を1ページ
ずつ学習する

「つなひろ」をシーン
ごとに学習、練習する

など

「いろどりコース」の
一部をつかって会話する



授業の前に
•  ガイダンスの時間を設ける

◼ zoomやオンラインコースの操作方法などを確認する
◼ 授業の流れを説明する（シンプルなパターン化）
◼  「教室のことば」を確認する    など

オンライン授業で気をつけること（例）

授業中
• 時々画面共有をオフにして、顔を見て話す時間を作る
• ブレイクアウトルームを活用し、話す機会をできるだけ増やす
• ジェスチャーを意識して使う
• 学習者が理解したかどうか確認する時間を設ける



「つなひろ」や「いろどり」を

生活日本語の教室や学習支援で

どのように活用できるでしょうか？

グループで話しましょう（１０分）



例1 週１回『いろどり』クラス ＋ いろどりコース宿題

⚫週末のクラス（対面／オンライン）で教科書『いろどり』を使用

（１つの課をひととおり学習）

⚫宿題として、支援者が指定した練習問題（いろどりコース）を、毎日の
隙間時間に練習

◆岡山市在住
◆家事・育児で忙しく、家を
空けにくい

◆毎日日本語教室に通うのは
難しい

◆近所の人とあいさつしたり、お
しゃべりできるようになりたい

（話す、聞く）

◆回覧板や、掲示板のお知らせ等が
理解できるようになりたい

（読む）



例2 つなひろで自習 ＋ 週１回会話練習

◆〇〇町で働いている
◆仕事で忙しく、平日はあま
り勉強できる時間がない

◆近くに日本語教室がない

◆同僚と、日本語でコミュニケー
ションが取れるようになりたい
（話す、聞く）

⚫平日は、「つなひろ」で自習

例：１テーマ分を学習

⚫ 週１時間ぐらい、支援者か職場の同僚と

会話の部分を練習（オンライン／対面）



目標(Can-do)

オンライン教材「つなひろ」「いろどり」

の特徴や学習の流れについて知る
１

２ 「つなひろ」「いろどり」を使って
オンラインでどう学習支援するか
イメージできる
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